
2021 年 10 月 4 日 

受益者のみなさま 

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社 

東京証券取引所の市場区分見直しに伴う約款変更（予定）のお知らせ 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
平素は弊社の投資信託に格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、東京証券取引所では 2022 年 4 月 4 日付で、現在の市場区分を「プライム
市場」、「スタンダード市場」、「グロース市場」の新たな 3つの市場区分に見直す
予定です。 
これに伴い、別紙の対象ファンドにつきまして、下記の約款変更を予定しており
ますので、お知らせ申し上げます。 

本件変更後も当該ファンドの実質的な運用方針および運用プロセスには変更は
ございません。 

本件変更の趣旨についてご理解賜りますとともに、今後とも弊社投資信託をご
愛顧の程、よろしくお願い申し上げます。

本件変更に関しまして、受益者のみなさまのお手続きは不要です。 

敬具

記 

1．対象ファンド

別紙参照

2．約款変更予定日 

2022年4月4日 

3. 変更内容

2022年4月4日に予定されている東京証券取引所の市場区分見直しに対応するた

め、投資態度や投資対象等に関する約款の記載を変更いたします。具体的な変更

内容につきましては、別紙の新旧対照表をご参照ください。

4．目論見書等の変更について  

市場区分見直しの影響があるファンドについては、2021年10月以降の改版時に、

変更後の記載を併記いたします。 

以上

・ 本お知らせに関するお問い合わせ

三菱ＵＦＪ国際投信 お客さま専用フリーダイヤル 0120-151034

【受付時間／9：00～17：00（土・日・祝日・12 月 31 日～1月 3日を除く）】 

・ 受益者さまの個別のお取引内容についてのお問い合わせ

お取引のある販売会社の本支店へお問い合わせください。
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項
番

約款変更予定ファンド （ご参考）左記ファンドに投資するファンド

1 ジャパニーズ・ドリーム・オープン

いちよし 公開ベンチャー・ファンド

いちよし　ジャパン・ベンチャー・ファンド

J・エクイティ

J・エクイティ（DC年金）

4 株式オープン

5 システム・オープン

6 割安株ジャパン・オープン

7 好配当日本株マザーファンド 三菱UFJ　3資産分散ファンド(毎月決算型）

8 日本好配当利回り株オープン（３ヵ月決算型）

三菱UFJ　好配当日本株ファンド(２カ月決算型）

好配当日本株ファンド(ラップ向け）

国内株式セレクション（ラップ向け）

10 三菱ＵＦＪ バリューオープン

11 三菱ＵＦＪ バリューマザーファンド 三菱ＵＦＪ バリューオープン

12 三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン

三菱ＵＦＪ ＤＣ金利連動アロケーション型バランスファンド

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン（確定拠出年金）

14 三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン（確定拠出年金）

スマート・クオリティ・オープン
（安定型）（安定成長型）（成長型）

スマート・クオリティ・オープン
（安定型）（安定成長型）（成長型）（１年決算型）

スマート・クオリティ・オープン・ゴールド
（安定型）（安定成長型）（成長型）

16 トピックスオープン

ファンド・マネジャー（国内株式）

国内株式セレクション（ラップ向け）　

三菱ＵＦＪ　ＤＣ年金インデックス（国内株式）

ＭＵＦＧ　ウェルス・インサイト・ファンド
（保守型）（標準型）（積極型）

三菱ＵＦＪ　トピックスオープン

三菱ＵＦＪ　ＤＣトピックスオープン

三菱ＵＦＪ　ＴＯＰＩＸ・ファンド

三菱ＵＦＪ　＜ＤＣ＞ＴＯＰＩＸ・ファンド

三菱ＵＦＪ　ＤＣ国内株式インデックスファンド

18 東証株価指数マザーファンド

以上

15
ＭＵＡＭ インデックスファンドＴＯＰＩＸｉ
（適格機関投資家限定）

17 ＴＯＰＩＸマザーファンド

13 三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド

3 Ｊ・エクイティ マザーファンド

[対象ファンド一覧]

2 いちよし 公開ベンチャー・マザーファンド

9 日本株インカム・マザーファンド

別紙

※「左記ファンドに投資するファンド」は、マザーファンドもしくは投資対象ファンドの約款変更に伴い、2021年

10月以降の目論見書の改版時に、変更後の記載が併記されるファンドを掲載しています。

現時点での予定であり、該当ファンドは変更になる場合があります。
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約款変更案（新旧対照表） 
 
 

① ジャパニーズ・ドリーム・オープン 

 

変更後（新） 変更前（旧） 

－運用の基本方針－ 

 

2．運用方法 

（1）（略） 

（2）投資態度 

○ 投資対象は、わが国の金融商品取引所上場

株式です。 

・高い成長ポテンシャルを有する東京証券取引

所プライム市場上場の中小型株に加え、東京証

券取引所スタンダード市場上場株式および東京

証券取引所グロース市場上場株式、ならびに地

方証券取引所単独上場株式における、若く成長

性に富んだ新興成長株を主要投資対象とします

。 

（略） 

－運用の基本方針－ 

 

2．運用方法 

（1）（略） 

（2）投資態度 

○ 投資対象は、中小型・ＪＡＳＤＡＱ・新市

場の銘柄です。 

・高い成長ポテンシャルを有する日本の中小型

株およびＪＡＳＤＡＱ上場銘柄に加え、マザー

ズ（東証新興企業市場）上場銘柄など、若く成

長性に富んだ新興成長株を主要投資対象としま

す。 

 

（略） 

 
 

②いちよし 公開ベンチャー・マザーファンド 

 
変更後（新） 変更前（旧） 

運用の基本方針 

 

２．運用方法 

（１）（略） 
（２）投資態度 

①主としてわが国の金融商品取引所上場

（これに準ずるものを含みます。）株式に

投資を行います。 

②株式への投資にあたっては、わが国の金

融商品取引所に上場されている中小型株

式の中から、企業の成長性が高く、かつ

株価水準が割安である、と判断される銘

柄を厳選して投資を行うことを基本とし

ます。 

 
 
（略） 

運用の基本方針 

 

２．運用方法 

（１）（略） 
（２）投資態度 

①主としてわが国の金融商品取引所上場

（これに準ずるものを含みます。）株式に

投資を行います。 

②株式への投資にあたっては、わが国のＪ

ＡＳＤＡＱおよび新興企業等を対象とし

た市場（東証マザーズ等）で取引されて

いる株式ならびにわが国の金融商品取引

所に上場している中小型株の中から、企

業の成長性が高く、かつ株価水準が割安

である、と判断される銘柄を厳選して投

資を行うことを基本とします。 
（略） 
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③Ｊ・エクイティ マザーファンド 

 
変更後（新） 変更前（旧） 

－運用の基本方針－ 

 

2．運用方法 

（1）（略） 

（2）投資態度 

○ わが国企業の株式に、新しいバリュー投資

の観点から投資を行います。 

コア・ポートフォリオ（基本投資比率85％程度）

は、主として東京証券取引所プライム市場上場

の大中型銘柄の中から、投資価値に対して割安

と判断される企業に投資を行います。基準価額

の変動を常にチェックし、安定した成長を目指

した運用を行います。 

○ 成長性に富んだ東京証券取引所プライム市

場上場の小型銘柄、東京証券取引所スタンダー

ド市場上場銘柄および東京証券取引所グロース

市場上場銘柄等へも一部投資を行います。 

ノン・コア・ポートフォリオ（基本投資比率15

％程度）は、主として東京証券取引所プライム

市場上場の小型銘柄、東京証券取引所スタンダ

ード市場上場銘柄および東京証券取引所グロー

ス市場上場銘柄、ならびに地方証券取引所単独

上場銘柄の中から、成長力に富み次世代の日本

を担う企業へ投資を行い、さらなる収益確保を

目指します。 

（略） 

－運用の基本方針－ 

 

2．運用方法 

（1）（略） 

（2）投資態度 

○ わが国企業の株式に、新しいバリュー投資

の観点から投資を行います。 

コア・ポートフォリオ（基本投資比率85％程度）

は、主として東証一部上場の大中型銘柄の中か

ら、投資価値に対して割安と判断される企業に

投資を行います。基準価額の変動を常にチェッ

クし、安定した成長を目指した運用を行います。 

 

○ 成長性に富んだ小型・ＪＡＳＤＡＱ上場銘

柄へも一部投資を行います。 

 

 

ノン・コア・ポートフォリオ（基本投資比率15

％程度）は、主として東証一部上場小型・二部

上場、ＪＡＳＤＡＱ上場、マザーズ上場銘柄の

中から、成長力に富み次世代の日本を担う企業

へ投資を行い、さらなる収益確保を目指します。 

 

 

 

（略） 
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④株式オープン 

 
変更後（新） 変更前（旧） 

－運用の基本方針－ 

 

2．運用方法 

（1）(略) 

（2）（略） 

（3）投資制限 

（イ）株式への投資は、制限を設けません。 

（ロ）新株引受権証券および新株予約権証券へ

の投資は、信託財産の純資産総額の20％以内と

します。 

（ハ）同一銘柄の株式への投資は、信託財産の

純資産総額の10％以内とします。ただし、東京

証券取引所スタンダード市場上場株式、東京証

券取引所グロース市場上場株式、上場予定株式

および金融商品取引所に準ずるものとして取引

されている株式については、上記の比率を、取

得時において5％以内とします。 

 

 

（略） 

－運用の基本方針－ 

 

2．運用方法 

（1）(略) 

（2）（略） 

（3）投資制限 

（イ）株式への投資は、制限を設けません。 

（ロ）新株引受権証券および新株予約権証券へ

の投資は、信託財産の純資産総額の20％以内と

します。 

（ハ）同一銘柄の株式への投資は、信託財産の

純資産総額の10％以内とします。ただし、金融

商品取引所（金融商品取引法第2条第16項に規定

する金融商品取引所および金融商品取引法第2

条第8項第3号ロに規定する外国金融商品市場を

いいます。以下同じ。）第二部上場株式、上場予

定株式および金融商品取引所に準ずるものとし

て取引されている株式については、上記の比率

を、取得時において5％以内とします。 

（略） 

 
 

 

⑤システム・オープン 

 
変更後（新） 変更前（旧） 

－運用の基本方針－ 

 

2．運用方法 

（1）投資対象 

東京証券取引所プライム市場上場株式の中から

成長性、収益性、安定性、市場性などを基準に、

業種分散を配慮して選定した株式に投資します

。投資銘柄は原則として変更しませんが、一定

の時期に見直して入れ替えることがあります。

余裕金はコール・ローン等で運用します。 

 

 

 

（略） 

－運用の基本方針－ 

 

2．運用方法 

（1）投資対象 

わが国の金融商品取引所（金融商品取引法第2

条第16項に規定する金融商品取引所および金融

商品取引法第2条第8項第3号ロに規定する外国

金融商品市場をいいます。）第一部上場株式の中

から成長性、収益性、安定性、市場性などを基

準に、業種分散を配慮して選定した株式に投資

します。投資銘柄は原則として変更しませんが、

一定の時期に見直して入れ替えることがありま

す。余裕金はコール・ローン等で運用します。 

（略） 
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⑥割安株ジャパン・オープン 

 
変更後（新） 変更前（旧） 

－運用の基本方針－ 

 

2．運用方法 

（1）投資対象 

東京証券取引所プライム市場上場銘柄を中心に

、わが国の金融商品取引所上場（これに準ずる

ものを含みます。）株式を主要投資対象とします

。 

（2）投資態度 

① 東京証券取引所プライム市場上場銘柄を中

心に、わが国の金融商品取引所上場（これに準

ずるものを含みます。）株式を主要投資対象とし

、信託財産の成長を目指して運用を行います。 

（略） 

－運用の基本方針－ 

 

2．運用方法 

（1）投資対象 

東京証券取引所第一部上場銘柄を中心に、わが

国の金融商品取引所上場（これに準ずるものを

含みます。）株式を主要投資対象とします。 

 

（2）投資態度 

① 東京証券取引所第一部上場銘柄を中心に、

わが国の金融商品取引所上場（これに準ずるも

のを含みます。）株式を主要投資対象とし、信託

財産の成長を目指して運用を行います。 

（略） 

 

 

 

⑦好配当日本株マザーファンド 

 

変更後（新） 変更前（旧） 

運用の基本方針 

 

２．運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

主としてＴＯＰＩＸ構成銘柄の中から、予

想配当利回りが市場平均と比較して高いと

判断される銘柄に投資し、高水準の配当収

入と中長期的な株価値上がり益の獲得をめ

ざして運用を行います。なお、ＴＯＰＩＸ

構成銘柄以外の上場株式等に投資する場合

があります。 

 

（略） 

運用の基本方針 

 

２．運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

主として東京証券取引所第一部上場株式の

中から、予想配当利回りが市場平均と比較

して高いと判断される銘柄に投資し、高水

準の配当収入と中長期的な株価値上がり益

の獲得をめざして運用を行います。なお、

東京証券取引所第二部上場株式およびＪＡ

ＳＤＡＱ上場株式等に投資する場合があり

ます。 

（略） 
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⑧日本好配当利回り株オープン（３ヵ月決算型） 

 

変更後（新） 変更前（旧） 

運用の基本方針 

 

２．運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

主としてＴＯＰＩＸ構成銘柄の中から、予

想配当利回りが市場平均と比較して高いと

判断される銘柄に投資し、高水準の配当収

入と中長期的な株価値上がり益の獲得をめ

ざして運用を行います。なお、ＴＯＰＩＸ

構成銘柄以外の上場株式等に投資する場合

があります。 

 

（略） 

運用の基本方針 

 

２．運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

主として東京証券取引所第一部上場株式の

中から、予想配当利回りが市場平均と比較

して高いと判断される銘柄に投資し、高水

準の配当収入と中長期的な株価値上がり益

の獲得をめざして運用を行います。なお、

東京証券取引所第二部上場株式およびＪＡ

ＳＤＡＱ上場株式等に投資する場合があり

ます。 

（略） 

 

 
 

 
 

⑨日本株インカム・マザーファンド 

 

変更後（新） 変更前（旧） 

運用の基本方針 

 

２．運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

主としてＴＯＰＩＸ構成銘柄の中から、予

想配当利回りが市場平均と比較して高いと

判断される銘柄に投資し、高水準の配当収

入と中長期的な株価値上がり益の獲得をめ

ざして運用を行います。なお、ＴＯＰＩＸ

構成銘柄以外の上場株式等に投資する場合

があります。 

 

（略） 

運用の基本方針 

 

２．運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

主として東京証券取引所第一部上場株式の

中から、予想配当利回りが市場平均と比較

して高いと判断される銘柄に投資し、高水

準の配当収入と中長期的な株価値上がり益

の獲得をめざして運用を行います。なお、

東京証券取引所第二部上場株式およびＪＡ

ＳＤＡＱ上場株式等に投資する場合があり

ます。 

（略） 
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⑩三菱ＵＦＪ バリューオープン 

 
変更後（新） 変更前（旧） 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

主として三菱ＵＦＪ バリューマザーファ

ンド受益証券（以下、親投資信託といいま

す。）を通じて、わが国の株式に投資します。

運用にあたっては、ボトムアップ・アプロ

ーチを基本としたアクティブ運用により長

期的にＴＯＰＩＸの動きを上回る運用成果

をめざします。株式の組入銘柄は、以下の

方法により決定します。 

 

（略） 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

主として三菱ＵＦＪ バリューマザーファ

ンド受益証券（以下、親投資信託といいま

す。）を通じて、わが国の株式に投資します。

運用にあたっては、ボトムアップ・アプロ

ーチを基本としたアクティブ運用により長

期的にわが国の株式市場全体（ＴＯＰＩＸ）

の動きを上回る運用成果をめざします。株

式の組入銘柄は、以下の方法により決定し

ます。 

（略） 

 
 
 
 

          ⑪三菱ＵＦＪ バリューマザーファンド 

 
変更後（新） 変更前（旧） 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

ボトムアップ・アプローチを基本としたア

クティブ運用により、長期的にＴＯＰＩＸ

の動きを上回る運用成果をめざします。 

組入銘柄は、以下の方法により決定します。 

 

（略） 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

ボトムアップ・アプローチを基本としたア

クティブ運用により、長期的にわが国の株

式市場全体（ＴＯＰＩＸ）の動きを上回る

運用成果をめざします。 

組入銘柄は、以下の方法により決定します。 

（略） 
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⑫三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン 

 
変更後（新） 変更前（旧） 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

主として三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマ

ザーファンド受益証券（以下、親投資信託

といいます。）を通じて、わが国の株式に投

資します。運用にあたっては、ボトムアッ

プ・アプローチを基本としたアクティブ運

用により長期的にＴＯＰＩＸの動きを上回

る運用成果をめざします。株式への直接投

資にあたっては、以下の方針で行います。 

 

（略） 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

主として三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマ

ザーファンド受益証券（以下、親投資信託

といいます。）を通じて、わが国の株式に投

資します。運用にあたっては、ボトムアッ

プ・アプローチを基本としたアクティブ運

用により長期的にわが国の株式市場全体

（ＴＯＰＩＸ）の動きを上回る運用成果を

めざします。株式への直接投資にあたって

は、以下の方針で行います。 

（略） 

 
 

 

⑬三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 

 
変更後（新） 変更前（旧） 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

ボトムアップ・アプローチを基本としたア

クティブ運用により長期的にＴＯＰＩＸの

動きを上回る運用成果をめざします。 

 

（略） 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

ボトムアップ・アプローチを基本としたア

クティブ運用により長期的にわが国の株式

市場全体（ＴＯＰＩＸ）の動きを上回る運

用成果をめざします。 

（略） 
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⑭三菱ＵＦＪ 日本株アクティブオープン（確定拠出年金） 

 

変更後（新） 変更前（旧） 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

主として三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマ

ザーファンド受益証券を通じて、わが国の

株式に投資します。運用にあたっては、ボ

トムアップ・アプローチを基本としたアク

ティブ運用により長期的にＴＯＰＩＸの動

きを上回る運用成果をめざします。株式の

実質組入比率は原則として高位を保つこと

としますが、市況動向等により、短期金融

資産の比率を高める場合があります。 

 

（略） 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）（略） 

（２）投資態度 

主として三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマ

ザーファンド受益証券を通じて、わが国の

株式に投資します。運用にあたっては、ボ

トムアップ・アプローチを基本としたアク

ティブ運用により長期的にわが国の株式市

場全体（ＴＯＰＩＸ）の動きを上回る運用

成果をめざします。株式の実質組入比率は

原則として高位を保つこととしますが、市

況動向等により、短期金融資産の比率を高

める場合があります。 

（略） 

 
 
 
 

⑮ＭＵＡＭ インデックスファンドＴＯＰＩＸｉ（適格機関投資家限定） 

 

変更後（新） 変更前（旧） 

運用の基本方針 

 

２．運用方法 

（１）投資対象 

東京証券取引所に上場されている株式を主

要投資対象とします。なお、ＴＯＰＩＸマ

ザーファンド受益証券および有価証券指数

等先物取引等に投資することがあります。 

（２）投資態度 

①東京証券取引所に上場されている株式、

ＴＯＰＩＸマザーファンド受益証券および

有価証券指数等先物取引等に投資を行い、

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）に

連動する投資成果をめざして運用を行いま

す。 

（略） 

運用の基本方針 

 

２．運用方法 

（１）投資対象 

東京証券取引所第一部に上場されている株

式を主要投資対象とします。なお、ＴＯＰ

ＩＸマザーファンド受益証券および有価証

券指数等先物取引等に投資することがあり

ます。 

（２）投資態度 

①東京証券取引所第一部に上場されている

株式、ＴＯＰＩＸマザーファンド受益証券

および有価証券指数等先物取引等に投資を

行い、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込

み）に連動する投資成果をめざして運用を

行います。 

（略） 
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              ⑯トピックスオープン 

 
変更後（新） 変更前（旧） 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）投資対象 

東証株価指数マザーファンド受益証券を主

要投資対象とします。なお、わが国の株式

に直接投資することがあります。 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）投資対象 

東証株価指数マザーファンド受益証券を主

要投資対象とします。なお、東京証券取引

所第一部に上場されている株式に直接投資

することがあります。 

 
 
 
 
 

⑰ＴＯＰＩＸマザーファンド 

 
変更後（新） 変更前（旧） 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）投資対象 

東京証券取引所に上場されている株式を主

要投資対象とします。 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）投資対象 

東京証券取引所第一部に上場されている株

式を主要投資対象とします。 

 
 

 

 

⑱東証株価指数マザーファンド 

 
変更後（新） 変更前（旧） 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）投資対象 

東京証券取引所に上場されている株式を主

要投資対象とします。 

運用の基本方針 

 

運用方法 

（１）投資対象 

東京証券取引所第一部に上場されている株

式を主要投資対象とします。 

 
 
 

以 上 
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